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わが街 わが地区わが街 わが地区

　

北
大
阪
地
区
は
３
月
13

日
、
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
で
総

会
・
記
念
講
演
会
を
開
き
、

25
人
が
参
加
し
た
。

　

伊
津
進
弘
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
平
川
光
彦
地

区
責
任
者
が
議
案
提
案
し
、

活
動
方
針
・
予
算
・
役
員
な

ど
す
べ
て
の
議
案
を
承
認
し

た
。

　

後
半
は
、
雫
石
聰
氏
（
大

阪
大
学
歯
学
部
名
誉
教
授
）

が
「
歯
科
診
療
室
で
の
歯
周

保
健
の
た
め
の
禁
煙
サ
ポ
ー

ト
」
と
題
し
て
記
念
講
演
会

を
行
っ
た
。
雫
石
氏
は
、
一

日
の
喫
煙
本
数
が
増
え
れ

ば
、
歯
周
病
の
リ
ス
ク
も
増

加
す
る
が
、
喫
煙
に
よ
り
増

加
し
た
歯
周
病
の
リ
ス
ク
は

禁
煙
期
間
が
長
く
な
る
に
つ

れ
、
低
く
な
る
事
か
ら
、
喫

煙
は
歯
周
病
の
大
き
な
リ
ス

ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
事
を

力
説
さ
れ
た
。

　

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

は
、
無
関
心
期
・
関
心
期
・

準
備
期
・
実
行
期
・
継
続
期

と
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
別
の
ア

プ
ロ
ー
チ
法
を
紹
介
さ
れ
、

一
気
に
実
行
・
継
続
期
へ
と

促
す
事
は
禁
煙
の
失
敗
に
つ

な
が
り
や
す
い
た
め
、
各
ス

テ
ッ
プ
を
着
実
に
進
め
て
い

け
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
事

が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ

た
。

 

（
吹
田
市
・
岩
住
征
紀
）

活
動
方
針
や
予
算
を
承
認

北
大
阪
地
区

他
団
体
と
の
連
携
強
め
る

東
大
阪・八
尾・柏
原
地
区

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
３
月
12
日
、
東
大
阪
市

内
で
総
会
を
開
き
、
活
動
の

ま
と
め
と
方
針
、
決
算
と
予

算
案
を
承
認
し
、
地
区
役
員

・
評
議
員
を
選
出
し
た
。
地

区
責
任
者
に
は
貴
島
正
彦
氏

（
東
大
阪
市
）を
再
選
し
た
。

参
加
は
23
人
。
活
動
方
針
で

は
、
①
会
員
間
の
交
流
を
深

め
る
②
他
団
体
と
連
携
を
強

め
地
域
の
医
療
行
政
改
善
に

取
り
組
む
③
地
域
住
民
の
健

康
を
ま
も
り
医
院
の
活
性
化

へ
向
け
た
住
民
健
診
・
健
康

教
室
へ
積
極
的
に
取
り
組
む

ほ
か
、
地
区
で
連
続
の
社
保

講
習
会
を
開
催
す
る―

―

こ

と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
王
宝
禮
氏

（
大
阪
歯
科
大
学
医
学
教
育

開
発
室
教
授
）
が
「
今
、
何

故
口
腔
内
科
な
の
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
抗
菌
薬
に
よ
る
歯
周
病
治

療
法
を
中
心
に
熱
弁
さ
れ

た
。
ご
自
身
の
業
績
・
研
究

内
容
・
歯
科
界
の
歴
史
・
そ

の
と
り
く
み
の
中
で
の
医
科

と
の
か
か
わ
り
・
口
腔
内
科

の
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
話
さ
れ
た
。
協
会
の
今
後

の
運
動
・
活
躍
を
期
待
さ
れ

る
演
者
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
前
向
き
な
講
演
だ
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
伊
津
進
弘
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
で
、
東
北
の

震
災
復
興
の
た
め
の
協
会
の

対
応
を
説
明
し
、
参
加
者
に

救
援
募
金
を
訴
え
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
中
西
幹
夫
）

市
へ
の
働
き
か
け
柱
に

大
阪
市
南
部
地
区

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
総
会

を
３
月
12
日
に
協
同
組
合
会

館
で
開
き
、
活
動
の
ま
と
め

と
活
動
方
針
、
決
算
と
予
算

を
承
認
し
た
。

　

方
針
で
は
、
①
幅
広
い
テ

ー
マ
で
の
講
習
会
の
開
催
、

会
員
交
流
を
図
る
文
化
企
画

の
実
施
②
会
員
訪
問
・
地
区

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
、

協
会
活
動
を
周
知
す
る
③
社

保
協
な
ど
と
連
携
し
て
の
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
取
り
組
み
④
市
内
他
地
区

と
連
携
し
て
、
大
阪
市
へ
社

会
保
障
制
度
や
医
療
・
歯
科

医
療
充
実
に
む
け
て
働
き
か

け
る
⑤
医
科
歯
科
連
携
を
進

め
る―

―

な
ど
を
活
動
方
針

の
柱
に
す
え
て
地
区
活
動
に

取
り
組
む
。

　

地
区
責
任
者
に
は
、
門
奈

丈
石
氏
（
平
野
区
）
を
選

び
、
評
議
員
６
人
を
再
選
。

新
た
に
２
人
の
評
議
員
を
選

出
し
た
。

　

総
会
冒
頭
に
小
澤
力
副
理

事
長
が
、
東
日
本
大
震
災
の

支
援
募
金
へ
の
協
力
を
よ
び

か
け
た
。

地
区
責
任
者
に
美
島
氏

大
阪
市
北
部
地
区

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
３
月

12
日
、
保
険
医
会
館
で
総
会

を
開
き
、
活
動
の
ま
と
め
と

決
算
、
方
針
と
予
算
、
役
員

体
制
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ

た
。

　

方
針
で
は
、
①
〝
会
員
に

喜
ば
れ
る
〞
協
会
ら
し
い
講

習
会
の
開
催
、
他
の
大
阪
市

内
地
区
と
連
携
・
交
流
を
深

め
る
企
画
の
開
催
②
歯
科
医

師
・
患
者
の
要
求
を
自
治
体

へ
反
映
さ
せ
る
働
き
掛
け

と
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
た
社
会
保
障

を
守
り
改
善
す
る
運
動
③
住

民
の
健
康
と
医
院
へ
の
受
診

を
促
す
健
診
・
健
康
教
室
活

動
④
医
科
歯
科
連
携
を
図
る

―
―

を
柱
に
取
り
組
む
。

　

役
員
体
制
で
は
、
責
任
者

に
美
島
達
平
氏
（
新
、
北

区
）
を
始
め
、
評
議
員
７
人

を
選
出
し
た
。

医
科
支
部
と
の
連
携
探
る

大
阪
市
東
部
地
区

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
３
月

12
日
、
保
険
医
会
館
で
総
会

を
開
き
、
①
〝
会
員
に
喜
ば

れ
る
〞
協
会
ら
し
い
講
習
会

の
開
催
②
他
の
大
阪
市
内
地

区
と
連
携
・
交
流
を
深
め
る

企
画
の
開
催
③
歯
科
医
師
・

患
者
の
要
求
を
自
治
体
へ
反

映
さ
せ
る
働
き
掛
け
と
、
社

会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
た
社
会
保
障
を
守
り

改
善
す
る
運
動
④
医
科
協
会

【
日
時
】
４
月
29
日
（
金

・
祝
）
午
前
８
時
35
分
ス

タ
ー
ト
（
８
時
集
合
）

【
場
所
】
茨
木
国
際
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
（
茨
木
市
大
字

宿
久
庄
98
）

【
定
員
】
10
組
40
人
（
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
）

【
対
象
】
医
科
・
歯
科
の

協
会
会
員
お
よ
び
家
族
・

ス
タ
ッ
フ
、
協
同
組
合
取

引
業
者

【
費
用
】
約
２
万
５
千
円

（
コ
ン
ペ
費
用
込
み
）

【
申
込
】
歯
科
協
会
・
西

野
（
☎
06―

６
５
６
８―

７
７
３
１
）

　

協
会
・
保
団
連
は
３
月
10

日
、
患
者
負
担
大
幅
軽
減
、

消
費
税
増
税
中
止
・
医
療
等

へ
の
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
適

用
、
税
務
調
査
の
強
化
に
つ

な
が
る
国
税
通
則
法
改
悪
反

対
、
自
主
共
済
の
実
態
に
即

し
た
政
省
令
の
制
定
な
ど
を

求
め
、
衆
参
議
員
会
館
で
大

阪
選
出
国
会
議
員
に
要
請
し

し
た
。
辻
惠
（
民
主
）、
服

部
良
一
（
社
民
）、
吉
井
英

勝
（
共
産
）
の
各
衆
院
議
員

と
面
談
し
た
。

　

各
議
員
へ
は
、「
国
保
加

入
世
帯
の
２
割
が
保
険
料
を

滞
納
す
る
ほ
ど
国
保
料
が
高

す
ぎ
る
。
国
保
加
入
の
半
数

近
く
が
所
得
２
０
０
万
円
世

帯
で
あ
り
、
所
得
の
４
分
の

１
を
占
め
る
国
保
料
で
は
、

滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

実
状
を
訴
え
、
国
庫
負
担
を

増
や
す
対
策
を
求
め
た
。

　

服
部
議
員
は
、「
社
民
党

と
し
て
国
保
料
軽
減
の
た
め

１
０
０
０
億
円
の
財
源
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
、
予
算
に
関

す
る
６
項
目
を
民
主
党
に
要

請
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
要
請
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
12
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
て
厚
労
省
交

渉
に
お
い
て
も
力
添
え
い
た

だ
け
る
旨
の
意
見
を
得
た
。

　

吉
井
議
員
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
勢
い
が
弱
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
署
名
な
ど
が

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に

効
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
運

動
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
請

願
署
名
「
消
費
税
増
税
の
中

止
と
医
療
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
必
需
品
に
ゼ
ロ
税
率
の

適
用
を
求
め
る
」
２
千
筆
の

国
会
提
出
に
は
、
服
部
、
吉

井
各
議
員
が
紹
介
議
員
に
な

る
こ
と
を
快
諾
し
た
。

【
面
談
】

（
民
主
・
衆
）
辻
惠

（
共
産
・
衆
）
吉
井
英
勝

（
社
民
・
衆
）
服
部
良
一

【
秘
書
対
応
】

（
民
主
・
衆
）
大
谷
信
盛
、

大
谷
啓
、
平
野
博
文
、
長
安

豊
、
萩
原
仁
、
樽
床
伸
二
、

森
山
浩
行
、
熊
谷
貞
俊
、
熊

田
篤
嗣
、
中
野
寛
成
、
長
尾

敬
、
渡
辺
義
彦
、
吉
田
お
さ

む
、
中
川
治
、
藤
村
修
、
辻

元
清
美

（
同
・
参
）
梅
村
聡
、
尾
立

源
幸
、
藤
原
正
司

（
自
民
・
衆
）
松
浪
健
太
、

柳
本
卓
治
、
谷
畑
孝
、
西
野

あ
き
ら

（
同
・
参
）
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
谷
川
秀
善

（
公
明
・
衆
）
佐
藤
茂
樹

（
同
・
参
）
白
浜
一
良
、
石

川
博
祟
、
山
本
香
苗

（
共
産
・
参
）
山
下
芳
生

（
無
所
属
・
衆
）
中
島
正
純

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

各
地
区
で
総
会
開
く

国
会
行
動

国保料軽減などで要請
消費税増中止署名２千筆を提出

た
。

　

協
会
か
ら

は
、
古
田
光

行
、
宮
本
辰
雄

両
監
事
と
事
務

局
員
が
参
加

し
、
住
江
憲
勇

保
団
連
会
長
と

共
に
大
阪
選
出

の
議
員
に
要
請 新

役
員
・
評
議
員
を
選
出

要
請
議
員
一
覧

医
科
・
歯
科
・
協
同
組
合

親
睦
ゴ
ル
フ
の

ご
案
内

　

ま
た
、
門
奈
丈
石
地
区
責

任
者
は
、
医
療
に
市
場
原
理

を
持
ち
込
む
危
険
性
の
あ
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
な
ど
、
政

府
の
動
き
を
監
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
の

医
療
・
歯
科
医
療
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

該
当
「
支
部
」
と
の
連
携
を

探
る―

―

を
重
点
に
し
た
方

針
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
報
告
と
決
算

・
予
算
を
承
認
し
、
地
区
役

員
・
評
議
員
を
提
案
通
り
選

出
し
た
。

　

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南

部
各
地
区
は
、
総
会
と
合
わ

せ
て
合
同
で
「
ス
ー
パ
ー
ボ

ン
ド
と
エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
ゲ

ル
」
の
説
明
会
を
３
月
12

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

き
、
歯
科
医
師
ら
60
人
が
参

加
し
た
。
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

㈱
・
生
化
学
工
業
㈱
の
両
担

当
者
か
ら
、
商
品
の
特
徴
や

使
用
法
、
取
扱
注
意
点
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
で
は
、

①
モ
ノ
マ
ー
液
数
が
増
加
す

れ
ば
硬
化
時
間
が
延
長
で
き

る
②
プ
ラ
イ
マ
ー
は
一
度
塗

布
が
基
本
で
繰
り
返
し
塗
布

は
接
着
力
の
低
下
を
招
く
③

保
存
は
常
温
で
よ
く
温
度
変

化
は
劣
化
を
招
く―

―

と
し

た
。

　

エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
ゲ
ル
で

は
、
①
使
用
が
決
ま
っ
て
か

ら
購
入
し
て
欲
し
い
②
麻
酔

は
歯
間
乳
頭
部
に
打
た
な
い

方
が
良
い
③
エ
ッ
チ
ン
グ
は

15
〜
20
秒
が
良
い―

―

と
、

臨
床
上
の
使
用
手
順
も
説
明

さ
れ
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

大阪市北部・東部・南部各地区

総会後に合同で説明会
スーパーボンドとエムドゲインゲル

服部良一議員（右から２人目）

辻惠議員（中）

吉井英勝議員（右から２人目）


